
〈今月のねらい〉 

・葉っぱや木の実を見たりふれたりする中で色々な色や形に興味を持つ 

・靴や靴下を自分で脱いだり履こうとする。 

〈活動予定〉 

・本園、分園交流・散歩 

・巧技台遊び・新聞紙遊び・体操・ボール遊び・指先遊び・粘土遊びなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R6．11．1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日によって、冷え込む日が出てきました。

保育園での散歩用ジャンパーをお預かり 

いたします。安全面を考え、フードがなく、

脱ぎ着しやすいもの、必ず記名をお願いしま

す。 

登園時に着ているものでよい場合は、お持ち

いただかなくても大丈夫です。 

 

 

 

  

先月は本園、分園 1歳児クラスの子どもたちで 

交流をしてきました。一緒に過ごす時間はわずか 

ですが同じ場所で一緒に過ごす、一緒に遊ぶ事で、 

自分以外の人に興味を持ち始める時期、人と関わり

あう楽しさを感じてもらいたいと思っています。 

自分から関わろうと働きかけていく姿、恥ずかしく

ても友だちの様子をしっかり見ている姿など微笑ま

しい子どもたちを受けとめながら今後も、近隣の公

園、本園、分園などで交流をしていく中で様々な 

ことを経験していけたらと思います。 

 

りすぐみだより  
～1歳児～ 

 
落ち葉が赤や黄色、オレンジへと姿を変え、お散歩が一段と楽しい季節になりました。 

先月は、北野小学校校庭での運動会を行ないました。りすぐみのみんなは初めてのうんどう会。お父さん、

お母さんと一緒にいるけれど、普段とは違う雰囲気を感じて神妙な表情を見せていたり、抱っこをせがんで+

いたり。ひとりひとりがその時感じた思いを見せながら、親子競技を頑張っていました。翌週の月曜日、 

子どもたちに「うんどう会、がんばったひと！」と尋ねると全員が「はーい！」と手を挙げ笑顔を見せている

様子に初めてのうんどう会が楽しい経験になったようです。 

散歩に出かける事を楽しみにしているりすぐみの子どもたち。保育者が散歩へ出かけることを伝えると、 

以前は自分のものが分からず保育者に靴下や靴を持ってきて履かせてもらうのを待っていましたが、今では 

自分のものと友だちのものの区別がついてきて、保育者に手伝ってもらいながら、靴下を上げようとしたり 

靴に足を入れて履こうとしたり、帽子もかぶってみようと行動して自分でやろうとする姿が見られるようにな

ってきました。自分で自分のことが出来ると、満足そうな、少し得意げな表情をする子が多く、「できたね！」

と声を掛けられると、嬉しそうにしています。やりたいのに思い通りにできない葛藤もありますが、「できた」

「できない」を繰り返し、 出来た時にはたくさん褒めチャレンジしている時にはお家の方もさりげなく 

手伝ったり見守っていただきたいと思います。今後も身支度や着脱など、自分でできる事は自分で挑戦する機

会を多く持っていきたいと思っています。 

 

 

 

  ～交流保育しています～ 


